
防災家具と樹種選択

未来に繋がる道

3.11 以降巨大地震によって引き起こされる津波に対しての防災

が都市計画レベルの問題となっている。高い所に逃げるという

行為を普段から住民に意識してもらうことが重要だと考える。

神戸市岡本町に南北につながる遊歩道を計画する。この遊歩道

が立ち上がることで海と山をつなぎ、目に付きにくい高さレベ

ルの変化を可視化することで住民に避難時の経路を意識させる

ことができる。

長時間滞在可能なヴォイドを提供する。屋根のある

空間を造り、そこに災害時のストックを保管する。

また避難生活時使用可能なかまどやベッド、トイレ

といった防災家具を配置する。

レイヤー２では一時的利用を考える。親水空間と

し、水は有事の際取水枡として機能する。担架や

プランターなどを配置し長時間過ごせる空間とし

て住民に提供することでヴォイドの場所を覚えて

もらう。

レイヤー１では住民に対する避難場所の意識付けを行う

ために掲示板を配置する。繰り返しこの場所を訪れるこ

とで無意識に町の防災システムを知ってもらう。また、

上部で災害が起こった際に一時的に利用する防災家具を

置く。

断面第２レイヤー

このレイヤーには周りとつながるテラス空間をお

く。一次災害よりも二次災害による被害が想定さ

れるため、一時的に利用できるようストックを用

意する。火災も想定されるため水を意識させるプ

ランターを配置する。
水

断面３レイヤー

このレイヤーでは子供が集まれる空間を提供する。高

さがあるところなので、避難住民の許容量を大きくす

るため大量の生活必需品をストックする。子供を介入

させ住民に安全な場所として意識付けを行う。

断面１レイヤー

このレイヤーでは住民への避難経路、避難場所への意

識付けを最優先とするので、近隣に学校等があること

から道内部にギャラリーを設ける。訪れた人が掲示板

などを通して地域の情報を得る場所になる。

断面４レイヤー

このレイヤーにはバス停留所の機能をおく。山の一番

上部で移動の拠点とすることで、下るという行為とと

もに意識付けをする。ストックとしては被災時に避難

場所になる可能性が高いので生活必需品をストックす

る。
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